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雜錄十三行

&
如
含
激
辱
の
皮
那
文
箄
に
於
：て
用
ゐ
，も
れ
得
可
き
や 

疑
は
しH

O
P
P
O

な
る
語
は
河
伯
の
_
申
ょ
り
!1
1
で
た
る 

や
も
如
れ
中
河
伯
'は
$

ど
し
て
海
の
義
に
用
ゐ
ら
る 

例
へ
ば
.河
.伯
爲
之
不
潮
と
云
.ふ
が
如
し
。
思
ふ
に
こ
の 

語
は
初
め
て
寧
彼
に
於
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
な
ら
ん』

ビ 

云
ふ
た
。
，さ
れ
ど
河
泊
所
の
熟
字
は
實
際
用
ゐ
ら
れ
し 

が
上
廣
東
の
河
泊
所
が
外
國
貿
豸
の
監
督
に
關
係
せ
し 

乙
と
は
下
に
引
抄
せ
る
M逸
事
を
見
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
 

しy

見
れ
ば
K
O
P
P
O
は
刺
泊
所
ょ
り
出
で
觅
に
海
部 

ど
馄
同
‘甘
ら
れ
た
り
と
も
云
a
得
る
の
で
あ
る
。
而
し 

て
こ
め
逸
事
は『

淸
朝
野
史
太
觀』

の
卷一

に
見
え
て 

■居
る
？ 

•

內

間

.供

事

藍

某

。
富

陽

人

M，
°
在
開
當
着
年
。
淸
雍 

正
六
年
元
夕
。

歸
ま
。
li
a
眷
■

不
在
京
。
 

獅
留
糊
中
。
對
月
自
酌
。
:'
忽
來
：

一:

丈
夫
。
袍
服
麗都

"
： 

狀

甚

：豐

偉

。
藍

疑

爲

內

廷

値

宿

宫

°
寒
杯
栴
招
。
其

，第
四
號 

九
四

人
欣
然
就
連
。笑
問
®
.
:。
君
何
官
。m

非
官
^
供
事
也
。
 

問
何
姓
。
真
以
對
。、
問
何
職
掌
。
日
管
收
文
書
。
問 

，共
有
苦
千
人
。
日
四
.十
餘
。
間
皆
安
在
。
日
今
日
令
：
 

節
：。
皆
囘
家
矣
。
問
君
何
觸
否"

日
眷
屬
不
在
此
。 

無
可
歸
也
。
且
旣
有
管
舞
文
書
之
責
。亦
安
敢
遽
離
o 

問
當
此
差
有
何
好
處
，
日
將
來
役
滿
。
可
注
選i

小 

官
。
間
.小
官
樂
乎
。
田
若
連
好
#
選
廣
衆
河
泊
所
。
 

則
大
樂
矣
。
問
河
泊
所
何
以
獨
樂
。
日
以
其
近
海
。
 

舟
楫
往
來
。
俩

繁

»
:°
;
.
«人
笑
颔
之
。
又
飮
數
杯 

別
去
。
明
日
帝
覦
朝
召
諸
大
:e
問
日
。
廣
東
有
河
泊 

所
官
乎
。
日
有
。
日
可
特
授
藍
某
.補
授
。
諸
大
E
出 

不
知
藍
某
爲
何
人
。
共
相
疑
.怪
。
有
內
S
密
白
咋
夜
：
 

帝
微
行
事
。
乃
往
內
開
宣
：旨
：。
藍
瞪
目
咋
rr

久
之
。 

後
仕
至
郡
守
。

.

入
西
比
利
亞
の
經
濟
的
意
義

(

上)

•

.
 

阿

部

-

助
、

'■
'
本
論
文
は
.

「

モ
ス
コ
ー」

：駐
在
米
國
總
領
事
，
 

Jilon 

H
'

 Snodgrass, 

Russia 

の T 部
を

！!：

出
せ
る
も
の
に
し
て
、
西
此
利
取
の
部
は
主 

ビ
し
て
浦
雜
駐
在
米
國
領
事J

oh
n F. Jeweli 

の
最
近
の
報
带
^
基
き
し
も
の
な
ら
ビ
す
。

，
.

1

昔
時「

へ
ロ
ド
タ
ス」

は
何
等
信
ず
可
き
も
の
な
き
の 

故
を
以
て「

パ
ビ
ロ 

ニ
ア」

の
地
味
に
就
き
て
言
ふ
乙
ビ 

を
避
け
た
b
、
之
れ
S
同
一
の
嘆
聲
を
發
せ
し
む
る
も 

の
は
瑰
時
の
西
此
刺
亜
に
し
て
’
吾
人
は
.此
廣
漠
犮
る 

領
土
を
通
じ
て
經
濟
上
、
其
他
、
專
N
的
智
識
を
有
す

る
も
の
甚
だ
少
き
K
苦

ま

ざ

る

を

得

す

、
然
か
も
，此
地 

方
力
る
や
尙
ほ
五
十
年
前
の「

ヵ
ナ
ダ」

R
似
て
經
濟 

上
、
有
望
な
る
と
共
に
、
其
黑
土
帶
妃
於
け
る
人
口
は 

一
平
方
哩
A
人
に
し
て
、
西
部
：及
中
部
西
比
利
鹿
は一 

個

の

た

る

<£
:
共
に
北
郜
に
ば
.經
濟
上
價
«
多
&
處 

女
林
ぁ
り
、
又
、
河
流
に
產
す
る
鈒
類
_は
»

©
に
'1»
« 

せ
ら
る
、
に
.於
て
は
有
カ
な
，る
.生
'活
品
た
る
を
.得
可
く 

.鑛
秦
の
如
き
若
、
近
世
式
の
機
韻
？
之
れ
が

I

に

し 

て
宜
し
き
.を
得
る
，に
：於
て
は

巨

鄉

：の
富
を
齋
ら
す
を
得 

可
く
、
.尙
ほ
交
通
の
如
き
は
幾
多
の
水
運
以
外
に
鐡
道 

.の
便
あ
ら
。

露
西
亜
本
部
ょ
办
西
比
例
亜
方
面
に
麵
す
る
移
住
は 

千
九
首
十
ブ
年
の
當
時
に
於
て
殊
狀
甚
む
く
、
移
说
局 

の
調
赍
：に
ょ
れ
：I

#
に
於
け
る
移
民
'の
總
數
は1

1

十 

ニ
离
六
千
六
十
ニ
人
に
達
し
、
以
上
の
移
住
卷
に
對
し

辦

十

ニ

卷(

四
九
九
}

雜

錄

餌

比

利

亜

の

經

濟

的

盘

餓

婼
四
號

九
五
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十
1ー

卷
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雜

0

西
灿
利
蓝
の
：經
濟
：
 

て
附
與
せ
ら
れ
た
る
土
地
は
七
页
九
十
六
萬
五
千「

工
 

I
ヵ
ー」
に
上
れ
&
、
何
ほ
其
翌
年
、
遊
牧
的
生
活
を 

脱
'せ
し「

キ
ル
ギ
スJ

人
に
附
與
せ
ら
れ
し
土
地
は
ニ
百 

一
段I

千

五

西「
エ
ー
ヵ
ー

」

に
し
て
其
他
同
年
に
於
て 

磺
も
務
め
ら
れ
し
も
の
は
瓶
路
及
灌
藤
用
水
の
新
設
等 

す
。

. 

.

11 

「

ク
ラ
ル
し
以
東
の
未
耕
地
に
於
げ
る
移
住
は
此
廣
大 

な
る
領
域
の
露
國
化
を
完
金
な
ら
し
む
る
と
共
に
、
食 

料
供
給
開

®

、
人
口

.

僧
加
問
題
を
調
節
せ
ん
と
す
る
に 

實

1
斯
く
て
當
時
の
政
府
は
總
て
の
便
利
を
與
へ
ん 

が
爲
め
に
谷
秫
の
農
具
及
良
秫
の
稱
子
を
供
，給
し

、

®

 

•民
は
農
會
、信
用
組
合
、貯
金
銀
行
•等
の
設
備
に
ょ
り
て 

M

に
非
常
な
る
便
益
を
被
む

.

る
に
至

.

れ
6
、
斯
く
て
西 

部
西
比
利
亜
の
如
き
は
旣
に
千
八
莨
九
十
九
年
を
以
て 

小
麥
を
歐
露
方
面
に
輸
出
し
殊
に
牛
酪
の
如

.

き
ば
其
生

. 

產
额
甚
だ
多
き
結

*

、；之
れ
が
、
輸
出
額
は
榖
類
を
凌

I

I

 

'

第
，四

號

九

六

想
す
る
に
至
れ
り
、
斯
く
て
政
府
は
牛
酪
製
造
業
叹
發 

達
に
非
常
な
る
興
味
を
苻
し
、
獨
逸
、
丁
妹
、
英

國

の
 

讅
會
社
は
此
方
面
に
產
出
す
る
牛
酪
の
買
'入
れ
に
忙
次 

し
く
、
又
、
年
々
約
三
禽：顺
餘
の
肉
_
は
歐
露
方
商
に 

輸
出
せ
ら
れ
、
.而
し
て
之
れ
が
取
?1
の
中
心
は「

ォ
ム

ス
ク」

及「

ぺ
ト
ロ
パ
グ
ロ
ス
ク

」

に
し
て

「

バ
ル
ナ
ゥ 

ル」「

カ

イ

ン

ス

ク

」
「

ク
.，

ガ

ン

」
「

オ

ム

ス

ク

」

に

は

之.

れ
が
，硏
究
所
の
設
備
あ
纟
、
西
比
利55
方
面
に
^
け
る 

1
期
の
：牛
赂
製
造
エ
：場
は
千
八
：百
九
十
四
年
を
以
て
.
 

「

ト
ボ
ダ
ス
ク」

州
に
'設
け
ら
れ
爾
來
千
九
西
士
一
年
に，
. 

至
る
迄
同
州
R
於
け
る
之
れ
M
數
千
ニ
百
に
達
す
る
に. 

翌

れ

又

、「

卜
：
ム
ス
クj

州

に

あ

-
^
て

は

千

八

百

九 

十
五
^
に
於
け
る
之
れ
か
猶
は
値
か
に
十
一
一
筒
所
に
S 

ぎ
ざ
5
し
が
、
千
九
百
十
一1年

は

'
ニ

千

ー

一

西

を

以

て

數 

ふ
る
^
至
れ
り
、
斯
く
て
千
八
商
九
十
四
年
に
僅
か
に 

四
瓦「

ブ
1
ド」
を
轍
出
せ
し
两
比
利
1£
は
千
九
商
十
ー
一

年
に
は
四
墓
十
藤「

ブ
丨
ド」

其
價
格
三
千
九
十
麓
方
は
露
國
の
領
土
內
に
於
け
：る
f

大
な
る
炭
出
のI

，
に

し

て

、
又

、

「

ア

ル

タ

ィ

」

地

方

.は

金

、

銀

を

產

し

、
加 

ふ
る
に
此
地
方
は
以
上
の
外
妃
銅
及
鉛
を
出
し
、
St

に 

「

ォ

ブ」

及「

ィ

ル

チ

.シ

域

に

沿

ふ

て

非

常

に

豐

富

な
 

る
鑛
產
地
あ
り
、
又
、
西
部
西
比
刺
亜
方
而
に
於
け
る 

淼
林
は
多
年
、
歐
洲
市
場
に
對
し
て
木
材
供
給
の
往
喷 

に
.
當
6

し
も
の
に
し
て
、
若
、
交
通
機
關
に
し
て
返
に 

完
備
す
る
に
於
I

て

は

此

方

面

ょ

り

の

楡

出

は

®

-

》

16

し 

き
を
加
ふ
可
し
、
觅
に
北
部
西
比
刺
35

地
方
は
多
年
、
 

不
生
產
的
.

の
地
方V

J

し
て
見
做
さ
れ
し
が
、
政
守
方
II 

の
調
查
、
實
驗
に
ょ
れ
ば
|3

地
方
は
最
も
品
質
の
佳
a

 

な
る「

#

丨
ス」

の
製
造
に
適
せ
り
ビ
。

香
人
は
以
下
、
各
州
に
就
き
て
細
%
せ

ん

欲

す

。

i
r

.

「

ト
ラ
シ
ス
O
Vィ
カ
ル」

は
ニ
十
三
离
六
千
九
1?
ユ 

十】

一
方
_
の
而
猶
を
有
ず
:̂
を
以
て
、
»
、
塊
、
佛
、：

を
輸
出
す
る
に
至
ぶ
、
.同
地
方u

於
け
る
產
金
價
洛
ょ 

み
も
遙
が
に
太
な
る
金
額
を
神
比
抓
亜
興
者
に
齋
ら
す 

に
至
れ
ぅ
、
千

•%
W
十
一〗

年
西
比
利
55
に
產
出
せ
し
金 

は

1?
十
跑
四
千
|5
3£
十
七「

ト
ロ
ィ
•
オ
ン
ス」

«

、

+ 

三
^
四
千
四
1?
六
十
五「

ト
ロ
ィ
*
オ
シ
ス
し
に
し
て
兩 

溝
を
合
し
た
る
價
额
t

:¥
六
十
八
离
七
千
九
十
四
典 

R
達
せ
^
'。
次
ぎ
^
西
比
利
亜
の
經
濟
的
發
達
を
.現
は 

す
4
の
ば
農
業
上
に
於
け
る
機
械
器
具
の
輸
入
の
大
な

る
こ
ビ
に
し
て
、「

ト
ラ
シ
：ス
'
イ
ィ
カ
ル

」

に
至
^
迄
の 

農
業
上
の
諸
機
械
は
何
れ
も

「

チ
ェ
ジ
ア
ビ
ン
ス

.ク」

を 

經
で
輸
入
せ
&
れ
し
も
の
に
し
て
、
之
れ
が
愉
入
额
の 

最
も
巨
額
に
達
せ
し
.は
千
九
瓦
十
二
年
の
こ
と
に
.し
て 

但
其
數
字
を
明
白
に
擧
ぐ
る
>」

<£
能
は
ざ
る
を
遺
滅
と 

す
。
 

へ.
：

轉
じ
て
鑛
產
物
に
就
き
て
見
る
k「

ベ
ルm

ソ
フ」

地

第
十U

卷

(

五
0
ー〕

錄
西
此
利
踣
の
經
濟
的
湓
蕺

第
四
號
：

念
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谘
十
ニ
涵

(

五〇ニ

)

雜
錄
西
比
利
舐
の
經
濟
的
意
餞

伊
の
諸
國
を
合
せ
し
も
.0
ょ
ぅ
大
な
6
"只だ氣候及得ず 

土
蛾
の
狀
態
及
、
住
民
の
職
業
に
就
き
て
論
ず
る
こ
と 

は
困
難
な
る
も
、
あ
し
な
べ
て
、
，此
州
に
於
け
る
農
業 

は
黑
龍
江
州
に
於
け
る

が̂

<

:1
1

要
«
せ
ら

れ

ざ

る

も
 

然
か
も
土
地
の

'

開
發
ビ
共
に
移
住
者
の
數
增
加
す
る
にj

 

於
て
は
、
同
地
方
に
產
出
す
る
麥
類
は
單
に
地
方
の
用 

度
を
滿
足
せ
し
む
る
办

.

み
に
ぁ
ら
ず
し
て
同
時
に

.

之

れ

.

を
輸
出
し
得
る
に
至
る
可
し
、
叉

> 
此
州
に
は
各
種
の 

牧
草
わ
ト
ノ
、：
土
人
は
之
れ
を「

フ
ォ
ス
ト
レ
ッJ
す
稱
す
、

此
牧
萆
は
勿
論
、
野
生
に
し
て
冬
期
に
於
け
る
家
畜
用 

と
し
て
極
め
て
適
當
な
倚
ほ
此
州
は
南
部

? :

除
き

|

到
る
處
淼
林
を
以
て
薇
は
，れ
、
m
中
使
用
せ
ら
る
、
こ
-i 

ビ
の
多
き
は
落
葉
杉
及
普
通

,0
松
樹
に
し
て
、
前
遨
は 

燃
料
に
、
後
潘
は
奪
ら
建
築
用
に
供
せ
ら
る
、
而
し
て 

製
材
事
業
は
未
だ
商
賣
用
の
境
に
達
せ
ず
？

第
四
號‘

九
八

、
千
九
百
十
一
年
に
於
け
る
官
廳
の
_

査
に
ょ
れ 

ば
此
廣
大
.な
る
面
糈
R
住
す
る
も
の
、
數
は
九
十
四
與 

七
百
九
十
六
人
に
し
て
、
其
中
五
十
萬
五
千
六
百
八
人 

は
男
子
、
四
十
三
萬
芄
千
百
八
十
八
人
は
女
子
な
り
ビ 

す
、
而
し
て
以
上
の
住
民
は
次
.の
如
く
區
分
せ
ら
る
。
 

露
西
亜
人
七
〇「

パ
1

セ
ン
ト

」

、「

ブ
リ
ア
ト

」

一
1
0「

パ 

丨
セ
ン
ト
、「

ツ
ン
グ
ー
ス」

35
:「

パ
1
セ
ン
ト」

、
猶
太
人 

T
五「

パ
I
セ
ン
ト」

、自
餘
の
種
族
三
*五「

パ
ー
セ
ン 

ト」

な
ト
S
す
、
而
し
て
以
上
の
住
民
は
多
く
州
の
中
央

部
殊
に「

シ
ル

力」「

ィ

ン

ゴ

ダ

」
「

セ

レ

ン

ガ

」
「

チ

コ

ィ」 

「

ヒ
ル
力」

の

流

域

に

あ

又

、
北
部
地
方
に
住
す
る 

者

は

極

め

て

少

數

に

し

て

、
，
斯
く
の
如
き
は
氣
候
の
人 

體
に
適
せ
ざ
る
と
、
通
路
の
全
く
缺
除
せ
る

に

ょ

るも 

の
な
-

ビ̂
す
、
加
ふ

る

に
其
土
地
の
大

劍
分
か
黑
®
江 

方
商

に
於
け
る「

コ
ナ

ッ

ク
J

R
貨

與

せ
ら
れ
た

る

こ

ビ

同
州
に
於
け
る
人
口
は
来
だ
緻
密VJ

稱
す
る
こ
と
を
も
又
、
之
れ
が

I
源
因
た
う
。
尙
ほ
此
州
に
於
け
る
農

. 

. 

.

.

.
: 

. 

i. 

V 

' 

1

.

.

.

. 

-
• 

.

.

.

.

... 

. 

. 

.

.

. 

I 

.

業
上
に
使
用
せ
ら
る
る
土
地
は
州
の
所
有
地
た
る
西
部
要
す
る
に
同
州
の
四
一一「

パ
丨

セ
ン
ト
し
は
森
木
及
荒 

地
方
气
:'

政
府
所
有

-0
束
部
地
方
ビ
諸
川
の
流
域
地
方
蕪
地
に

.し
て
、
蛋

「

パ
ー
セ
ン
ト

」

は
放
^
也
、
一
三 

.
?に
於
け
る
移
住
地
に
し
で「

コ
ナ
ッ
ク
JK.
上

三

地

方

の「

パ
！
セ
ン
ト」

は
廡
.地
、

「

〇「

パ
ー
セ
ン
ト
-は
牧
草 

間
に
介
在
せ
々
、
31
に
以
上
の
所
有
地
を
數
字
を
以
て

:
地
な
ぅ
と
す
。

.現
ば
す
時
は
州
の
管
轄
地.は

五

千

四

百

蔣

「

ユ

ー

ヵ

ー

」

—

''

「
n

K

ッ
ク」

の
所
有
地
三
^
1
|莨

萬「

干

丨

ヵ

ー

」

政

府
..
:

:

の
所
有
地
六
千
四
百
八
十
萬

「

エ
！
力.
J」

及
都
市
及
寺
一 

院
に
屬
す
る
も
の
十
八
萵
九
千

「
H:

1
力
f」

な
も
と

す
、
§

以
上
を
實
際
に
使
用
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
點
ょ
 

‘

り
見
る
時
は「

コ
ナ
け
ク
し
に
厕
す
る
も
の
千
四&
四

十.1 

' 

.

萬
四
千
五
通「

エ
ー
ヵ
ー
し
農
民
の
所
有
地
四
百
九+

ー
‘

?4
六
千
七
|3
[「

ユ
ー
ヵ
|」

土
人
の
所
有
地
千
八
百
三
十| 

'

ニ
萬
ニ
千
ニ
'百「

エ
了
力
I」

、

都

市

^

馬

す

る

も

の

十
 

四
萬
八
千
五
西「

エ
|
ヵ
|」

寺
院
に
屬
す
る
も
の
ニ
萬

八
千「

H

1
力
ー」

.政
府
の
所
有
地
七
百
六
十
四
萬
千
，

 

.

.

~
エ
.

—

力
I 

fなb
と
す
。：

.雜T*. 
ニ

潘

(

五
〇
1ニ) 

>雜

錄

卿

比

利

^

の
經
濟
的
愈
餓 

第
§

 

‘
九
九


